
 

2026年4 月4 日（土） 午後1 時30 分  浦上キリシタン資料館  

 

 

 
鈴木茂生 Suzuki Shigeo 

1963 年長崎に生まれ 24 歳にて長崎大学を卒業。

その後一部上場の大企業で研究開発業務を 20

年、その後 4 年間は世界 4 カ国にまたがる事業の

品質の総責任者として 5,000 人の業務を管轄する

と共に国内事業所の経営の一翼を担う。48 歳にて

過労で倒れ命を落としかけ、それをきかっけに退職

を決意。自然と共にある旅暮らしと古民家暮らしをす

る中で修験道に出会い山伏となる。山伏になって 10

年。30 年暮らした山梨より 2018 年に長崎に J タ

ーン移住。行場は長崎市の岩屋山と定め、毎月一般

の方々を伴い修行を積み続けている。自給自足が暮

らしのベースで、自然農をやり 8 年目。一方でミュー

ジシャンとして毎年全国ツアーも敢行。また

YouTuber としてふたつのチャンネルを運営してい

る。自宅の古民家では竹酵素風呂を営んでいる。 

申し込み：浦上キリシタン資料館 
(長崎市平和町 11-19 グロリアヒルズ 1F tel&fax095-807-5646) 
に氏名と連絡先を伝えご予約ください。 参加費：500円 

主催・問い合わせ：NPO法人アジェンダ NOVAながさき 
https://www.feature.jp/agenda/ 
理事長 林田 090-7923-7435 
linden@ae.wakwak.com 

市民セミナリヨ 2026 No.1 

現代を生きる山伏 
山伏とは何か、どのように現代のお役にたてるのか、感謝に勝る幸せはなし 

我が羽黒修験道のご紹介と共に、なぜ山伏になったのか

をまずお話しします。その中でご質問も賜りながら、お

答えしてゆく中で自分の人生観、現在の暮らしにも言及

してゆきたいと思います 

またインディアンフルートによる音靈演奏と羽黒修験道

の神子による舞も披露します 
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